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平均気温・降水量

・太平洋高気圧の張り出しが弱いため、平年に比べ
晴れの日が少ないでしょう。

・前線や湿った空気の影響を受けやすいため、向こう
３か月の降水量は平年並か多いでしょう。

気温
夏（６～８月）

降水量
夏（６～８月）

梅雨の時期の
降水量

（６～７月）
低 並 高 少 並 多 少 並 多

30：40：30 20：40：40 30：30：40

平年並 平年並か多い ほぼ平年並

平成31年夏の天候予想（６月～8月）
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エルニーニョ現象が続く⾒込み。
ニューギニアの東〜太平洋東部では海
⾯⽔温が平年より⾼く、積乱雲の発⽣
が多いでしょう。
⼀⽅、インド洋北部〜フィリピンの東
では、積乱雲の発⽣が少ないでしょう。

熱帯域熱帯域

地球温暖化の影響等により⼤気全体の温度が⾼
いでしょう。

全球の大気全球の大気

太平洋⾼気圧は日本の南東で強いが、
本州付近への張り出しは弱いでしょ
う。

気圧配置気圧配置

上空の偏西風上空の偏西風

上空にあるチベット⾼気圧は平年よ
り弱く、偏⻄風は⼤陸から日本付近
で平年より南を流れるでしょう。

数値予報結果をもとにまとめた
予想される海洋と大気の特徴 ６～８月
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昨年（2018年）夏
チベット⾼気圧が強かった
ほか、太平洋⾼気圧の張り
出しも強かった

今年（2019年）夏の予想
チベット⾼気圧が弱く、
太平洋⾼気圧の日本付近へ
の張り出しも弱い予想

昨年の夏とは異なる（比較）
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 平年に⽐べて晴れの日が少なく、不順な天候
となりやすい予報となっている。

 降⽔量は、平年並か多い予報、毎年のように
梅雨前線の活動が活発になったときに⼤雨の
災害が発⽣しているので、常に最新の予報や
気象情報等に留意していただきたい。
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この夏の注意点
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長周期地震動に関する情報検討会多様なニーズに対応する予測情報検討ワーキンググループ報告書（概要）


